（登録外国生産業者用）
肥 料 登 録 申 請 書

令和	年	月	日	Comment by 作成者: 送付日を記載する。

農林水産大臣　○○　○○　殿

○○県○○市○○区○○ ○○番地○	Comment by 作成者: 住所、会社名、代表者名の順
○○○○株式会社
代表取締役 ○○ ○○

	下記により輸入業者として肥料の登録を受けたいので、肥料の品質の確保等に関する法律第６条第１項の規定により肥料の見本を添えて登録を申請します。

記

1 氏名及び住所
株式会社○○○○	Comment by 作成者: 会社名、代表者名、住所の順
代表取締役　○○　○○
○○県○○市○○区○○ ○○番地○

2 肥料の種類
○○○○

3 肥料の名称	Comment by 作成者: 名称をつける際にはいくつかの決まりがあります。詳しくは以下をご覧ください。
sub2_touroku.pdf (famic.go.jp)
p.35～36(参考)肥料の名称のきまり
○○○○

4 保証成分量その他の規格
保証成分量（％）	Comment by 作成者: 【記載例１】
　窒素全量　　　　　　　１０．０
　　内アンモニア性窒素　　８．０
　　硝酸性窒素　　　　　　１．０

【記載例２】
りん酸全量　　　　　　　１０．０
　内く溶性りん酸　　　　　９．６
　　内水溶性りん酸　　　　５．０

※内成分を記載する際は、1文字スペースを空けて記載する。
　○○全量　　　　　○○
　　○○性○○　　　○○
　○○性○○　　　　○○
　
その他の規格
使用される原料、含有を許される有害成分の最大量及びその他の制限事項は、公定規格のとおり。

5 保管する施設の所在地	Comment by 作成者: 該当する施設がない場合は、「該当なし」と記載する。
○○県○○市○○区○○ ○○番地

6 植物に対する害に関する栽培試験の成績（別紙のとおり）











7 肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条第１号から第４号までに掲げる事項
肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条第１号
該当なし。

肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条第２号
（使用される原料、原料規格への適合性が確認できる事項及び生産工程の概要）	Comment by 作成者: 「肥料登録申請書における生産工程の概要の書き方」をご覧ください。
sub2_koutei.pdf (famic.go.jp)







（備考）	Comment by 作成者: 硫酸を使用する場合、以下の記載例のように硫酸の出所等を記載する。
【記載例】
・接触式硫酸を使用する。
・△△工業㈱の廃ガス出硫酸（亜鉛精錬、硝酸法）を使用する。
・接触式硫酸又は当社の硝酸濃縮回収硫酸を使用する。
１. ○○は、○○（株）の生第○○○号「○○○」又はこれに類似した肥料を使用する。当該肥料は有効期間が○年のものに限る。
２. ○○は、○○（株）で製造された工業用○○であり、原料規格第○中○の○の項に該当する。
３. ○○は・・・・

肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条第３号
該当なし。

肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条第４号
（材料の種類、名称及び使用量）	Comment by 作成者: 材料を使用しない場合は「該当なし」と記載する。
効果発現促進材を使用する場合は以下の記載例を倣って記載する。
【記載例】
「効果発現促進材として硫酸第一鉄（鉄として）を製品重量当たり0.3％含有する。」
※保証票に使用料を記載する効果発現促進材、硝酸化成抑制材、摂取防止材については、「〇〇％以下」など使用量の幅をもたせる記載はしません。
○○材として○○を製品重量当たり○○%以下使用する。

（注）
記の７「植物に対する害に関する栽培試験の成績」の項目は、要植害確認原料を使用した副産肥料の申請の場合のみ記載すること。それ以外の場合は当該項目を削除し、「肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条第１号から第４号までに掲げる事項」の項番を７に繰り上げ記載すること。
